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	   報 告 者
	クラブ　宮崎ＪＹＣ　学年　中２　氏名　矢野　航志

	大 会 名
	IODA  North American Championship 2010

	開 催 地
	Kingston Ontario Canada

	大 会 期 間
	6月26日～７月４日


	気温、水温

ウエアについて


	天気はカラっとしていた。

水は冷たかった

パドジャケを着たりした。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	雲の動きが速かった。
風の振れがはけしかった。
ブローがあるとこ、ないところがはっきりしていた。

	　セッティングで

注意したこと
	風の強さが一定でなく、強くなったり弱くなったりしたので
よくセッティングを見直した。



	　セーリングで

　注意したこと


	スタートに気をつけた。
ブローをよく見て走った。



	　海上で練習した

こと
	スベリ、スピード練習

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	湖だからといって特にスベリは悪くなかった。

	　スタートは、

　どうでしたか？


	ゼネリコの無いスタートでたくさんのリコール艇がでた


	　コース戦略は

　どうでしたか？


	レース後半、上りで左右につっこまないようにした。


	　自分より上位の

　選手との違いは？


	スタートが上手だった。
強風のクローズでのボディバランスはとても上手だった。

	　国内の練習で

　役立ったこと


	ランニングのスピードは外国の選手より速かった。
微風のクローズのスピードも外国の選手より速かった。

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	スタート練習
強風のクローズ

	　印象に残った

外国選手は？

　
	アメリカ選手のボディバランスがよかった

	　今後の課題と

　目標は？
	自分の好きな場所でファーストタックが出来るようなスタートをすること

	　ＪＯＤＡへの要望
	

	　

その他


	カナダの食事は日本食と違うので食事のバランスに気をつけた。



ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

